
 
 
 
 

（ 

五
点
句 

） 

● 

年
毎
に
手
抜
き
と
な
り
ぬ
年
用
意 

 
 

徹 

心 

 
 
 
 
   

選
評…

子
供
達
も
夫
々
の
家
庭
を
持
っ
て
家
を
離
れ
、 

老
夫
婦
だ
け
の
世
帯
に
な
り
、
年
賀
の
来
客
も
少
な 

く
な
っ
て
く
る
と
、
新
年
を
迎
え
る
た
め
の
用
意
に 

も
張
合
い
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
松
飾
り
が
印
刷
の 

紙
に
な
り
、
鏡
餅
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
収
ま
り
、
お 

節
料
理
は
重
箱
詰
め
の
出
来
合
い
に
替
わ
っ
た
り
す 

る
。
手
抜
き
と
云
え
ば
手
抜
き
だ
が
、
高
齢
化
に
伴 

た
実
状
を
巧
み
に
と
ら
え
て
い
る
。 ( 

夢 

心 

記 ) 

 

 
 
 
 
 
 

● 

冬
涛
の
上
に
鎮
座
す
佐
渡
ヶ
島 

 
 

艸 

寛 

選
評…

私
は
日
本
海
も
佐
渡
島
も
見
た
こ
と
は
あ
り 

ま
せ
ん
が
、
日
本
海
の
荒
々
し
い
冬
の
波
と
そ
の
中 

に
在
る
佐
渡
島
が
鮮
明
に
浮
か
び
ま
し
た
。「
鎮
座
す
」 

の
表
現
に
、
日
本
海
と
い
う
広
大
な
場
所
に
揺
る
ぎ
な 

く
存
在
す
る
佐
渡
島
、
な
ん
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
句 

で
し
ょ
う
と
感
心
い
た
し
ま
し
た
。
季
語
の
「
冬
涛
」 

が
小
道
具
と
な
り
「
鎮
座
す
」
を
い
っ
そ
う
引
き
立
て 

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。新
潟
か
ら
み
た
佐
渡
島
を
詠 

ん
だ
句
と
聞
き
、
合
点
い
た
し
、
実
体
験
は
何
も
の
に 

も
勝
り
ま
す
。 

 

「
冬
涛
」
の
読
み
は
、『
と
う
と
う
』
で
は
な
く
、 

辞
書
・
辞
典
に
当
た
る
と
『
ふ
ゆ
な
み
』
と
読
む 

の
が
正
し
い
よ
う
だ
と
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
波 

の
厳
し
さ
を
感
じ
る
た
め
に
敢
え
て
『
と
う
と
う
』

と
読
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
は
『
佐
渡
島
』

と
表
記
さ
れ
る
よ
う
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（ 

寿 

歩 

記 

） 

 

  
 

（ 

三
点
句 

） 

ク
リ
ス
マ
ス
日
溜
ま
り
は
良
き
贈
り
物 

   

則 

子 

枯
庭
に
華
や
ぎ
添
え
て
花
八
つ
手 

 
 
 
 
 
  

 

夢 

心 

   
 
  
  

（ 

二
点
句 

） 

 
 

ク
リ
ス
マ
ス
た
っ
て
の
願
い
聴
き
遂
げ
る 

 
 
 

互 

酬 

 
 

読
み
か
け
の
本
を
ま
た
閉
じ
日
短
か 

 
  

 
 

則 

子 

 
 

寅
さ
ん
の
帰
り
来
さ
う
な
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 

互 

酬 
 
 
 
 
 
 

枯
庭
の
遺
る
灯
籠
ふ
ん
ば
り
ぬ     

        

寿 

歩 

 
 

並
べ
家
族
四
人
の
ⅹ
マ
ス     

  
  
        

玄 

鳥 

  
 

  
 

（
一
点
句 

） 

 
 

ク
リ
ス
マ
ス
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
ー
ケ
ッ
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

  
 
 
 
      

小 

牧 

 
 

被
弾
す
る
キ
ー
ウ
の
空
に
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 
 

玄 

鳥 

 
 

ク
リ
ス
マ
ス
望
み
給
ふ
か
電
飾
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

寿 

歩 

 
 

座
布
団
で
師
走
の
一
日
猫
あ
く
び 

 
 
 
 
 
 
 

則 

子 

 
 

公
園
の
ベ
ン
チ
に
白
し
朝
の
霜 

 
 

 
 
 
 
 
  

 

夢 

心 

 
 

待
ち
待
ち
て
早
く
会
い
た
し
帰
り
花 

      
  

互 

酬 

 

    
 
 
 

（ 

投 

句 

） 

ク
リ
ス
マ
ス
教
会
堂
の
深
夜
ミ
サ 

 
 
 
 
 
 
 
 

夢 

心 
聖
誕
祭
非
信
者
な
れ
ど
寿
げ
り 

           

徹 

心 
ク
リ
ス
マ
ス
年
々
高
価
の
贈
り
物           

艸 

寛 

凍
て
つ
く
や
停
電
続
き
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ 

     

寿 

歩 

聖
誕
祭
マ
リ
ア
様
に
も
杯
を
挙
げ 

         

徹 

心 

最
近
は
七
難
隠
す
黒
マ
ス
ク 

 
 
  
         

互 

酬 

蔑
（
な
い
が
し
）
ろ
し
た
き
コ
ロ
ナ
禍
再
師
走  

互 

酬 

焼
芋
と
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
の
昼
餉
か
な      

小 

牧 

｢

戦｣

の
年
日
記
の
余
白
思
ひ
あ
り 

       
 

小 

牧 

 

  
 

 

『 

句
会
後
記 

』 

 

句
会
は
出
席
八
名
、
二
四
出
句
で
安
居
（
玄
鳥
）
の
進 

行
で
行
わ
れ
た
。
恒
例
通
り
、
高
得
点
句
作
句
者
の
自
解 

と
選
句
者
が
選
句
理
由
を
述
べ
、
そ
の
他
の
会
員
の
意
見 

が
交
換
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
順
次
全
投
句
に
対
し 

て
為
さ
れ
た
。
使
わ
れ
て
い
る
語
句
よ
り
も
意
味
か
ら
考 

え
て
、
こ
う
い
う
語
句
（
あ
る
い
は
文
字
）
の
方
が
良
い 

の
で
は
、
語
順
を
逆
に
し
た
方
が
良
い
の
で
は
と
い
う
意 

見
や
語
句/

情
景
に
関
す
る
蘊
蓄
も
あ
り
、
い
つ
も
通
り 

瞬
く
間
に
濃
密
な
２
時
間
が
経
過
し
た
の
で
し
た
。 

そ
の
後
青
木
世
話
人
か
ら
会
員
の
松
井
氏
が
体
調
の
都 

合
で
残
念
な
が
ら
退
会
す
る
旨
が
告
げ
ら
れ
、
菅
原
氏
の 

句
集
十
号
制
作
に
関
す
る
中
間
報
告
が
な
さ
れ
閉
会
と
な 

っ
た
。 

最
後
に
、「
ゆ
ず
り
は
」
句
会
を
立
ち
上
げ
た
漆
野
氏
が 

体
の
不
都
合
に
よ
り
退
会
す
る
事
に
な
っ
た
が
、
小
牧 

（
小
西
）
作
の
惜
別
の
句
を
記
す
。 

「
立
ち
上
げ
し
友
の
退
会
桐
一
葉
」 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（ 

徹 

心 

記 

） 

 

  

 

    

 

  

流
山
稲
門
会 

【
交
譲
葉
】
俳
句
の
会 

報
告  

令
和
四
年
十
二
月
句
会
（
第
一
二
七
回
） 

兼 
題 

 
[ 

ク
リ
ス
マ
ス ] 

開
催
日 

 
令
和
四
年
十
二
月
二
十
四
日 

開
催
場
所  
流
山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

出
席
者 

 

八
名 

投
句
者
・
選
句
者 

 
八
名 

 

投
句
数 

 

二
十
八
句 

 

         


